
 

 

  

 

 

教育目標  あたたかな心をもつ  すすんで学ぶ  さいごまでやりぬく  つよいからだをつくる 

「最初の一歩・次の一歩」のきっかけ 

                                     副校長 宮林 伸之  

５年生は、文化的学習発表会で現在起きている海の課題「海洋プラスチック問題」について知り、海洋生物

の危機や環境問題、企業や自治体の取組を調べ、自分たちにできることを発表します。 

私は、環境問題を考える時いつもアルピニストの野口健さんの行動を思い出します。皆さんもご存じの通り

野口さんは、１９９９年、２５歳でエベレスト登頂に成功し、当時の７大陸最高峰の世界最年少登頂記録を樹

立した方です。野口さんは、お父さんの転勤によって幼少期から様々な国を転々とし、なかなか勉強に集中で

きず、荒んだ生活を送っていたそうです。そんなある日、書店で登山家である植村直己さんの「青春を山に賭

けて」という本に出会います。そして、「自分も山に登りたい」と志を立てたのです。その後は、富士山をは

じめ国内の山々を登り、１７歳のときに、アフリカ大陸の最高峰キリマンジャロを登頂。この時に「世界７大

陸の全ての最高峰に立つ」との夢を抱き挑戦し始めたのです。その後、前述しましたように夢は叶うのです。 

野口さんが環境問題に関心をもったきっかけは「見てしまった」からだと言います。それは、エベレストに

登るたびに、ごみが目につき、中には日本語が書かれたごみもたくさんありました。海外の登山家からは、「日

本人はだらしない」「ヒマラヤをマウント・フジのようにするな」などと言われ悔しい思いをされたそうです。

それを見返すために、清掃活動を始めたのです。 

その後、野口さんは、富士山清掃を開始するのですが、雪で覆われた富士山しか登ったことがなかったので、

汚いなんて思いもよらなかったそうです。そこで、夏に登ってみるとごみだらけ。青木ヶ原樹海は、不法投棄

されたタイヤの山、注射器などの医療廃棄物もあり、異臭が漂っていたそうです。そこで、２０００年から本

格的に富士山清掃を開始。当初はやってもやってもごみは減りません。しかし、協力者の増加とともに４年目

あたりから減り始め、今では、５合目から上は、ほとんどごみはなくなったとのことです。 

野口さんは、「物事の変化は、じわじわと進んで行くものです。５歩進んだと思ったら、４歩下がってしま

うときもある。でも０にはならない。最初の一歩は残っています。それを足かがりに次の一歩を踏み出す。そ

うやって続ける中で大きな変化になっていくのです。」と…。 

私は、「環境を大切にすることは、生命を大切にすること、未来を大切にすることに通じる」と考えます。

５年生の発表が５年生だけにとどまらず、練馬第三小学校の子供たち・保護者の皆様の「最初の一歩・次の一

歩」のきっかけになることを願っています。 
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１９日（金）６年社会科見学 

２２日（月）掃除なし時程 

２３日（火）勤労感謝の日 

２４日（水）４時間授業 

２５日（木）４時間授業、クリーン運動 

２６日（金）３時間授業（給食あり）、就学時健康診断 

２９日（月）５時間授業、教育相談週間（～１２月３日） 

３０日（火）５時間授業 

 

１２月 

１日（水）安全指導、委員会、６年事前検診 

２日（木）５時間授業、６年武石移動教室（～１２月３日） 

３日（金）５時間授業、教育相談週間終 

 

練三だより 

※家庭数配付 

～１１月の行事予定～ 

１日（月）安全指導 

２日（火）６年児童・生徒の学力向上を図る調査 

３日（水）文化の日 

４日（木）委員会 

５日（金）避難訓練 

８日（月）特別時程 

１２日（金）文化的学習発表会 

１３日（土）土曜授業公開日、文化的学習発表会 

給食あり 

１６日（火）５年児童・生徒の学力向上を図る調査 

      １年遠足 

１７日（水）クラブ 

１８日（木）２年遠足 

 



 

 

スクールカウンセラーから 

練三小ふれあい相談室では、現在３～６年生の全員面接を行っています（３・４年生はふれあい相談員が、

５・６年生はスクールカウンセラーが担当です）。高学年は一人ずつ、短い時間ですが、顔を合わせてお話し

しています。相談したいことがあるときは、別にゆっくり時間をとることもあります。相談したいことが今

は特になくても、何かあったときに、相談できる 1 人として思い描いてもらえるよう、関係づくりに努めて

います。お子さんが、何かに困っていたり、不安に感じていたりするとき、選択肢のひとつとして「相談室

の先生に相談してみては」と提案していただければ幸いです。 

スクールカウンセラー 本間 加恵子 

 

生活指導の窓  １１月の生活目標 「自分から進んで仕事をしよう」 

子供たちにとっての学校での「仕事」は、係活動や当番活動、委員会活動などです。みんなが気持ちよく

生活できるように考えながら、日々取り組んでいる姿が見られます。 

お家でもぜひ何か仕事を決めて、子供たちがお手伝いに取り組む機会を設けてみてください。自分が仕事

をすることがみんなのためになり、自分の成長のためにもなります。また、お家の方の「ありがとう。」とい

う言葉で、家族の一員として役に立つ喜びを感じます。感謝されることが子供たちのより一層の成長につな

がりますので、ご協力よろしくお願いします。                

練三小いじめ防止標語 ５年生  

「いじめを止める その勇気で みんなが救われる」 多良 千春   

「一人のやさしさは クラス全体をやさしくする」 小松 春渡   

 

生活指導部 吉田 成実 

文化的学習発表会について 

 １１月１２日（金）・１３日（土）に文化的学習発表会を行います。当初は舞台を使用した学芸会を計画し

ていましたが、新型コロナウイルスの影響が続いているため、今年度も残念ながら動画を中心とした文化的

学習発表会となりました。しかし、動画にもよさがあります。子供たちの表情を大きくご覧いただけます。

個人の学びをクローズアップさせたり、普段の学習やいろいろな教科の取組をいかす内容にできたり、学芸

会とはまた違った工夫をすることができます。個人情報の関係上、配信するのはお子さんの学級の動画のみ

となりますが、ご家族皆さんでご覧いただけたら思います。そしてぜひ、子供たちの頑張りを褒めていただ

けたらと思います。詳細については、ホームページをご覧ください。             

            文化的行事委員会 岡崎 真帆 

クリーン運動について 

１１月２５日（木）に、クリーン運動を行います。気持ちよく学校生活を送るために、全校児童が、校内・ 

校外をきれいに清掃します。１～４年生とかしわ学級は、校庭や体育館周り・中庭の石や落ち葉を拾います。

５・６年生は、学校付近の歩道の落ち葉やごみを拾います。ごみは、「可燃ごみ」「不燃ごみ」「再生資源物」

に分別して集めます。新型コロナウイルス感染症対策のため、学年ごとに分かれて清掃することや清掃後手

洗いを徹底して取り組んでいきます。この活動を通して、自らの手できれいにしたことの心地よさや働くこ

との楽しさを学んでほしいと願っています。 

＊軍手とマスクを持たせてください。 

生活指導部 飯田 舞衣 


